
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

担い手の経営のライフステージに応じた支援 

タイトル 会津若松市との若手農業者向け合同セミナーの開催

ＪＡ名 ＪＡバンク福島 （福島県） 

１ 動機 

（経緯） 

会津若松市および当該地区の新規就農者・若手農業者は経営管理能力の向上に

向けた学習・情報交流の場の提供に対するニーズを持っていました。 

ＪＡバンク福島ではそれらのニーズに対応するため、行政と連携した担い手支

援の取組みの一環として、会津若松市・ＪＡ会津よつばと連携した経営セミナー

を開催しました。 

２ 概要 セミナーは農業所得増大・地域活性化応援プログラムを活用し、「農業経営のレ

ベルアップ（儲かる農業のためのマネジメント）」をテーマとした講演を実施しま

した。 

また、セミナー後は原価計算や日報管理の手法などに関するグループワークを

実施し、参加者の経営管理能力の向上を図りました。 

３ 成果 

（効果） 

セミナーには新規就農者・若手農業者２２名が参加したほか、関係機関職員な

ど２１名が参加し、農業経営について学びました。 

また、参加者同士の情報交流の場にもなり、新規就農者・若手農業者のネット

ワーク構築にも貢献しました。

４ 今後の

予定（課題） 

新規就農者や若手農業者など、農業の担い手育成・支援のためには農業経営の

多様なノウハウの蓄積が不可欠です。 

ＪＡバンク福島では地元行政と連携のうえ、引き続きセミナー開催などを通じ

た担い手育成・支援に取り組んで参ります。 

講演中の様子 グループワークの課題 


